
●1963（昭和38）年、高津区に生まれ、
高津小学校出身。桐朋中学、高校を経
て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ

ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年4月、川崎市議会議員に初当選。
●2007年4月、同２期目当選。
●2011年4月、同３期目挑戦するも惜敗。
●2015年4月、同３期目当選。
●川崎市議会 環境委員会副委員長
●神奈川県後期高齢者医療広域連合議員
●民主党神奈川県連 総務・財政委員長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女の３人家族 下作延在住
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け ん

（事務局）
改選後、最初の定例会も７月８日で閉会となりましたね。

（堀添）
はい。概ね１か月にわたって議論がされました。

今回の定例会を振り返ると、やはり市長の特別秘書制度をめぐる
議論が一番の焦点であったと思います。これは、今までの一般職の
公務員による秘書制度に加えて、新たに特別職の公務員による秘書
制度を設けるものです。すでに神奈川県や横浜市では整備されてい
ることもあり、川崎市議会においても制度の必要性については、一
定の理解がされていたと思います。

（事務局）
しかし、市議会では否決されましたね。

（堀添）
そうですね。審議にあたった総務常任委員会では全会一致での否

決であり、本会議場での採決でも、意志を表明した５８名の議員の
うち、私を含め５６名による大差での否決となりました。

（事務局）
川崎市議会において、市長提案の議案が否決されたのは４１年ぶ

りとの報道もされました。

（堀添）

としても、全会一致での否決ということ
にはなりません。

市民生活に直接かかわる議案ではなく、
緊急性もそれほど高くはないものが、議
案としての熟度が低いまま議会に提案さ
れたことは、議会運営に改善すべき点を
含んでいたと思います。

これから市議会では、新たな総合計画
をめぐる議論も佳境に入ります。今回の
事態を踏まえ、関係の再構築が求められ
ています。

（事務局）
ありがとうございました。

川崎市議会 ６月定例会が閉会

問われる市長と市議会の関係

市長提案の議案が否決されたこと自体は、それほど大きな問題ではないと私は考えています。
国とは異なり、二元代表制のもとで運営される地方自治体においては、市長と議会のいずれもが
直接市民に責任を負っており、当然ながら両者の意見が異なるケースも想定した制度設計がされ
ています。こうした食い違いが発生する可能性にこそ意味があるとも言えます

今回の否決に問題があるとすれば、ほぼ全会一致での否決となったとことです。川崎市議会始
まって以来であるだけでなく、全国の他の自治体を見ても極めて異例な事態といわざるを得ませ
ん。二元代表制のもと、市長と議会の意見が異なる場合には、両者が丁寧に議論を重ね、間にあ
る溝を埋める努力を重ねることが重要です。そうした積み重ねがされたならば、仮に否決された
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毎週、最新ニュースを駅頭でお配りしています。

月曜日：津田山駅 水曜日：溝口駅南口 金曜日：梶が谷駅 ／ 午前７時～８時半


